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急
性
冠
症
候
群

第
２
回

院
長 

橘 

裕
紀

た
ち
ば
な
い
い
や
ま
ク
リ
ニ
ッ
ク

は
じ
め
に

前
回
夏
号
で
は
、
虚
血
性
心
疾
患
の
中

で
も
、
命
に
関
わ
る
危
険
性
の
少
な
い
安

定
狭
心
症
の
お
話
を
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
放
置
す
る
と
命
に
関
わ
る
急

性
冠
症
候
群
の
お
話
を
し
ま
す
。

急
性
冠
症
候
群
に
つ
い
て

急
性
冠
症
候
群
（ACS

：Acute Coronary 

Syndrom
e

）
と
は
、
聞
き
な
れ
な
い
病
名

か
と
お
も
い
ま
す
が
、
代
表
的
な
病
気
は
、

急
性
心
筋
梗
塞
で
す
。
安
定
狭
心
症
と
同

様
に
、
心
臓
の
筋
肉
に
血
液
を
供
給
し
て
い

る
冠
動
脈
が
原
因
と
な
る
病
気
で
す
。
安

定
狭
心
症
が
、
冠
動
脈
の
安
定
し
た
動
脈

硬
化
（
狭
窄
病
変
）
や
冠
動
脈
攣
縮
（
冠

動
脈
の
け
い
れ
ん
）
に
よ
り
、
心
臓
の
筋
肉

が
血
流
不
足
（
酸
素
不
足
）
に
陥
る
の
に

対
し
て
、
急
性
冠
症
候
群
の
場
合
は
、
冠

動
脈
の
不
安
定
な
動
脈
硬
化
（
粥
腫
＝
プ

ラ
ー
ク
）
が
破
綻
（
血
管
内
へ
露
出
）
し
、

そ
こ
へ
血
栓
が
生
じ
る
こ
と
で
、
冠
動
脈
の

閉
塞
や
重
度
の
血
流
低
下
を
生
じ
る
病
態

で
す
。（
図
１
）

冠
動
脈
の
閉
塞
に
よ
り
心
筋
へ
の
血
液
供

給
が
な
く
な
る
と
心
筋
壊
死
（
心
筋
細
胞

が
壊
れ
て
し
ま
う
こ
と
）
が
生
じ
ま
す
。
こ

れ
が
急
性
心
筋
梗
塞
で
す
。
狭
心
症
で
は
、

心
筋
は
一
時
的
に
虚
血
（
血
液
不
足
）
に

な
り
ま
す
が
、
壊
死
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

急
性
冠
症
候
群
に
は
、動
脈
硬
化
プ
ラ
ー

ク
の
破
綻
・
血
栓
形
成
の
程
度
に
よ
り
心

筋
壊
死
を
生
じ
る
急
性
心
筋
梗
塞
と
心
筋

壊
死
は
生
じ
な
い
も
の
の
胸
痛
発
作
の
回
数

や
持
続
時
間
が
増
え
た
り
、
安
静
時
に
も

症
状
が
出
現
し
た
り
す
る
不
安
定
狭
心
症

が
あ
り
ま
す
。

不
安
定
狭
心
症
も
心
筋
梗
塞
に
移
行
し

や
す
い
狭
心
症
と
し
て
救
急
医
療
を
必
要

と
す
る
病
気
で
す
。
国
立
循
環
器
病
研
究

セ
ン
タ
ー
（
Ｎ
Ｃ
Ｖ
Ｃ
）
に
よ
る
と
、
心

筋
梗
塞
に
よ
る
死
亡
率
は
全
体
で
約
40
％

に
も
の
ぼ
り
ま
す
が
、
迅
速
に
病
院
に
到

着
し
、
適
切
な
治
療
を
受
け
ら
れ
た
場
合
、

90
％
以
上
が
救
命
さ
れ
る
と
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
発
症
か
ら
治
療
開
始

ま
で
の
時
間
が
、
予
後
を
大
き
く
左
右
す

る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

１
．急
性
冠
症
候
群
の
症
状

急
性
冠
症
候
群
の
症
状
は
、
ま
ず
、
冷

汗
を
伴
う
強
い
胸
痛
や
胸
部
圧
迫
感
・
動

悸
・
呼
吸
苦
が
突
然
生
じ
、
15
分
以
上
持

続
し
、
繰
り
返
し
出
現
し
ま
す
。
そ
の
後
、

徐
々
に
症
状
の
持
続
時
間
や
程
度
が
悪
化

し
ま
す
。
一
般
的
に
は
胸
部
症
状
は
３
～

４
時
間
持
続
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
高
齢
者
や
糖
尿
病
・
脳
梗
塞
既
往

の
あ
る
人
で
は
、
上
記
症
状
を
自
覚
し
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す（
無
症
候
性
心
筋
梗
塞
）。

＜急性冠症候群（ACS）＞

＜慢性冠動脈疾患＞
労作性狭心症

アテローム（粥種）

冠攣縮性狭心症

痙攣

不安定狭心症

血栓

急性心筋梗塞（ＡＭＩ）

血栓

【安定プラーク】

発作時 ST 低下

【内皮障害】

発作時 ST 上昇

【不安定プラークの破綻】

ST・T変化持続

【不安定プラークの破綻】

ST 上昇・異常Q波

図１ 虚血性心疾患の分類と冠動脈形態
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急
性
冠
症
候
群

第
２
回

院
長 

橘 

裕
紀

た
ち
ば
な
い
い
や
ま
ク
リ
ニ
ッ
ク

２
．急
性
冠
症
候
群
の
診
断
お
よ
び
治
療

激
し
い
胸
部
症
状
の
た
め
、
多
く
の
患

者
さ
ん
が
救
急
車
を
要
請
し
、
循
環
器
救

急
病
院
へ
搬
送
さ
れ
ま
す
。
病
院
到
着
後
、

速
や
か
に
、
①
心
電
図
検
査　

②
血
液
生

化
学
検
査　

③
心
エ
コ
ー
検
査
等
を
行
い
、

心
電
図
に
て
Ｓ
Ｔ
上
昇
・
血
液
生
化
学
検

査
に
て
心
筋
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
の
有
意
の
上

昇
（
心
筋
ト
ロ
ポ
ニ
ン
Ｔ
・CK-M

B

な
ど
）

を
認
め
れ
ば
、急
性
心
筋
梗
塞
（STEM

I:ST

上
昇
型
心
筋
梗
塞
）
と
診
断
さ
れ
ま
す
。

STEM
I

の
場
合
は
、速
や
か
に
再
灌
流
療
法

（
閉
塞
し
た
冠
動
脈
の
血
流
を
再
開
さ
せ
、

心
筋
の
壊
死
か
ら
救
お
う
と
す
る
治
療
）

が
行
わ
れ
ま
す
。
再
灌
流
療
法
に
は
血
栓

溶
解
療
法
と
経
皮
的
冠
動
脈
イ
ン
タ
ー
ベ

ン
シ
ョ
ン
（
Ｐ
Ｃ
Ｉ
）（
風
船
で
血
管
を
拡

げ
た
り
、
ス
テ
ン
ト
を
留
置
す
る
冠
動
脈

形
成
術
）
が
あ
り
ま
す
が
、
最
近
は
、
冠

動
脈
ス
テ
ン
ト
を
用
い
たPrim

ary PCI

が
積
極
的
に
行
わ
れ
、
院
内
死
亡
率
の
低

下
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
再
灌
流
療
法
以

前
の
院
内
死
亡
率
は
20
～
30
％
あ
り
ま
し

た
が
、
現
在
で
は
早
期
の
Ｐ
Ｃ
Ｉ
に
よ
り
、

院
内
死
亡
率
は
、
５
～
８
％
へ
と
著
明
に

改
善
し
て
い
ま
す
。（
図
２
）

不
安
定
狭
心
症
等
、
心
電
図
上
ST
上
昇

を
認
め
な
いN

STE-ACS

（
非
ST
上
昇
型

急
性
冠
症
候
群
）
の
治
療
に
つ
い
て
も
、
血

圧
の
低
下
・
胸
部
症
状
の
持
続
し
・
心
筋

バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
（
心
筋
ト
ロ
ポ
ニ
ン
）
の

上
昇
を
認
め
る
患
者
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
早

期
の
Ｐ
Ｃ
Ｉ
治
療
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
心
臓
の
筋
肉
（
心
筋
）

は
、
一
度
壊
死
に
陥
る
と
も
と
に
は
戻
り

ま
せ
ん
。
症
状
出
現
か
ら
再
還
流
療
法
の

施
行
ま
で
（
可
能
な
ら
ば
２
時
間
以
内
）

が
早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
、
心
筋
壊
死
の
範

囲
を
よ
り
少
な
く
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

り
、
予
後
の
改
善
に
役
立
ち
ま
す
。
病
院

到
着
か
ら
、
再
灌
流
ま
で
の
時
間
（door 

to Balloon

）
は
、
90
分
未
満
が
望
ま
れ
ま

す
。（
図
３
）

ま
と
め

急
性
冠
症
候
群
の
中
で
も
、
急
性
心
筋

梗
塞
は
早
期
診
断
・
早
期
治
療
（
再
灌
流

療
法
）
が
必
要
と
な
る
病
気
で
す
。

実
際
、
急
性
心
筋
梗
塞
患
者
さ
ん
全
体

の
15
％
が
、
症
状
出
現
早
期
に
到
死
的
不

整
脈
に
よ
る
心
停
止
を
生
じ
、
病
院
搬
送

ま
で
至
ら
な
い
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
。

冷
汗
を
伴
う
激
し
い
胸
痛
・
背
部
痛
を
15

分
以
上
自
覚
を
す
る
場
合
は
、
速
や
か
に

救
急
要
請
し
、
Ｐ
Ｃ
Ｉ
の
可
能
な
循
環
器

専
門
施
設
へ
救
急
搬
送
さ
れ
る
こ
と
が
肝

要
で
す
。
２
０
２
３
年
循
環
器
疾
患
診
療

図２

9 No.647かごしま 保国



よくわかる 心疾患対策
急性冠症候群第２回

実
態
調
査
報
告
書
（
日
本
循
環
器

学
会
）
に
よ
る
と
、
全
国
１
５
１
６

医
療
施
設
で
、
年
間
８
０
０
８
４

例
の
急
性
心
筋
梗
塞
患
者
を
扱
い
、

５
６
８
５
６
例
に
緊
急
Ｐ
Ｃ
Ｉ
が
施

行
さ
れ
、
６
９
７
１
例
（
８
・
７
％
）

が
死
亡
さ
れ
て
い
ま
す
。（
日
本
循

環
器
学
会
：
２
０
２
３
年
循
環
器

疾
患
診
療
実
態
調
査
報
告
書
、
頁

６-

10
）

心
筋
梗
塞
の
予
防
に
肝
要
な
の

は
、
冠
動
脈
の
動
脈
硬
化
を
防
ぐ

こ
と
で
あ
り
、
冠
危
険
因
子
の
管

理
に
励
む
こ
と
で
す
。

冠
動
脈
危
険
因
子
に
は
以
下

の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
①
高
血
圧　

②
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル　

③
糖
尿
病　

④
喫
煙　

⑤
肥
満　

⑥
運
動
不
足　

⑦
不
健
康
な
食
事　

⑧
遺
伝
的

要
因　

こ
れ
ら
の
危
険
因
子
に
対

処
す
る
こ
と
で
、
冠
動
脈
疾
患
の

リ
ス
ク
を
軽
減
で
き
ま
す
。
特
に
、

急
性
心
筋
梗
塞
の
原
因
と
な
る
冠

動
脈
の
動
脈
硬
化
（
プ
ラ
ー
ク
）

の
破
綻
を
防
ぎ
、
プ
ラ
ー
ク
を
安

定
化
す
る
に
は
、
厳
密
な
脂
質
管
理

が
必
要
で
す
。
近
年
、
諸
外
国
で
は

積
極
的
な
脂
質
管
理
（
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
40
㎎
／
dl
以
下
）
に

よ
り
心
筋
梗
塞
の
発
症
率
が
減
少

し
て
い
ま
す
が
、
本
邦
で
は
緩
や
か
な
が
ら

増
加
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。
私
的
意
見
で

は
あ
り
ま
す
が
、
心
筋
梗
塞
発
症
・
再
発

の
予
防
に
は
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の

管
理
目
標
値
を
よ
り
低
い
値
（
70
㎎
／
dl

以
下
）
に
設
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考

え
ま
す
。
更
に
、
血
栓
形
成
を
予
防
す
る

抗
血
小
板
剤
の
内
服
も
推
奨
さ
れ
ま
す
。

お
わ
り
に

次
回
の
よ
く
わ
か
る
心
疾
患
対
策
で
は
、

心
疾
患
死
の
約
４
割
を
占
め
る
心
不
全
に
つ

い
て
そ
の
症
状
・
原
因
・
治
療
に
つ
い
て
ご

紹
介
す
る
予
定
で
す
。

執筆者

たちばないいやまクリニック
院長　橘　裕紀

図３ 急性冠症候群の診断・治療フローチャート
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